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・「英語ⅢＳ」
　クラスメートは、３年男子３人、同女子留学生（中国）１人、それに老生の５人であった。学生さん達と、親し
く話を交わすようになったのは、この頃からであった。いずれも、明るく、学習意欲が旺盛な人たちだった。授業
の前半はTOEIC学習で、後半が、本学のオリジナル教材「クラーク方式による耳で学ぶENGLISH」によるリスニ
ング学習であった。TOEIC演習は先生が準備された問題集からのコピーと思われるプリントで、リーディングテス
ト「PART ７」（読解問題）の演習であった。「PART ７」は、TOEICの中でも最もむずかしい部門である。新聞・
雑誌の記事、ｅ-メール・メッセージ、書簡文、社内通信、伝言・覚え書き等を使って種々雑多な問題が作られている。
TOEICテストの最終段階に配置されていて、120分間のテスト時間も残り僅かとなる頃に現れる問題であり、迅速
で正確な読解力が試される。授業では、プリント配布後、直ちに指名解答させる時もあったが、多くの場合予習が
可能であり、あまりスピードを気にせず、正確な読解の要領を学ぶことができた。後半は、リスニング演習である。
教材は、前記の、「クラーク方式による耳で学ぶENGLISH」である。（資料①）この授業の第１段階は、Ｑ１プリン
ト（資料②）であり、完成文（資料④）の中の単語を消去した部分が（　）で示されている。先生が操作するテー
プの再生音を聞いて、（　）内に単語を埋めていく。学生は、各自で所有しているＣＤ（またはテープ）を聞いて
予習をし、聴き取れた単語を記入して授業に臨む。授業では先生がＱ１の短い段落ごとに板書をし、（　）内に指
名した学生が答える語を赤ペンで記入する。もちろん２人以上の学生に質問しながら（　）内を補う場合もある。（　）
内が全部記入された段階で、最初に当てられた学生が、段落の文章を音読して、和訳する。全文が完成した後文法
的説明が必要な時などには、先生が補足説明をし、名訳をつけて下さる。この授業で、学生が聴きとれない発音の
難所は、結構、頻繁に現れてくる。ネイティブスピーカーの話す速さはもちろん、それぞれのネイティブがもつ発
音の個性もあり、反復聴取するトレーニングからリスニング力が養われて行くのだろう。授業では、このような難
所にぶつかると、先生はいつも、「よし、もう一回聴いてみようか。」のきまり文句とともに、ラジカセが置かれて
いる机（老生の机から至近距離にある）まで何回となく往復され、「停止」「巻き戻し」「再生」を手際よく、寸分
たがわぬ正確さで、テープの「あたま出し」をやってのけられる。先生のこのテクニックに、テープ派の老生はい
つも感心していた。学生が一回で空所を全部聴きとれたときは、「よく聴こえていますね」と誉めて下さる。Ｑ１
が終わると（　）の数が更に多くなるＱ２（資料③）へ移りＱ１と同様のトレーニングが続く。Ｑ１で文章の大意
が理解できているだけに、新鮮味はないけれどもキーワードがＱ１より更に多く（　）の中に消えてしまうので、益々
テープの一語一語に集中聴取が求められる。Ｑ２が終了すると、完成文が配布される。「聴きとること」ができれば、
その対極にある「話すこと」ができるようになるはずであり、「読むこと」と「書くこと」だけに重点をおいた時
代の古い英語教育を受けた老生にとっては貴重な学習体験であった。参考までに、今年度の教材の中から老生が選
んだ２篇を載せた。ついでに、期末試験のことに触れれば、問題はその学期に履修したテーマ４篇の中から４題出
題され、問題文中に設けた合計50個の空所を埋める問題で、時間は60分、配点は１箇所２点である。録音機材は勿論、
辞書の持ち込みはＯＫである。
・「英語ⅣＳ」
　英語Ｓシリーズの最後の科目だ。学習者は４年男子学生２人、科目等履修生３人（老生を含む）の５人であった。
　顔なじみの学生２人に加え、新たに、老生より若い２人（男）の履修生が加わり心強く思った。今年度は授業中
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のTOEIC演習はなく、前年度より継続のリスニング教材のみによる授業であった。「ⅣＳ」ともなるとネイティブ
の話すスピードがいくらか速くなってとてもついて行けない場面も出てくるようになった。いや、本当にリスニン
グはむずかしい。としばしば立往生する。今学年になって、老生が授業中、常々感じていたことがあった。男子学
生のＵ君とＥ君が非常に実力をつけてきていると気づいたことだ。ある日の授業終了後、教壇を立ち去る先生に不
躾な質問とは思いながら「最近Ｕ君とＥ君は非常に力をつけてきていますね」と生意気なことを言った。先生は顔
を綻ばせて、頷いておられた。Ｕ君は卒業後米国留学の進路がきまったとのことだった。おめでとう！
　石川先生へのお礼の言葉が最後になり、申し訳ありません。紙上をお借りして申し上げます。
　平成13年４月ご着任の年に「総合英語」を受講しました。最初の授業で、先生の板書が筆記体であったことに親
しみを覚えたこと、戦中派の老生が授業中に発した「敵性国語」という言葉を板書され、学生さんに「この言葉の
意味わかりますか」と訊かれたこと、また、学生の英語力を確かめるためか、板書されたいくつかの語句のうち「a 
pair of trousers」の意味を誰も即答できなかったこと等を覚えています。また翌年の「総合英語」では、イラク戦
争のまっただなか、欧米のマスコミ論評を、資料に基づいて詳細に解説してくださったこと、果ては「ニューヨー
クタイムズ」紙の社説の翻訳を宿題に課され悪戦苦闘して迷訳を提出したこと等をなつかしく想起しています。続
いて、本学のオリジナル カリキュラムである英語ⅠＳから英語ⅣＳまでの連続学習が本学での英語学習の締めくく
りとなりました。この間、大変熱心なご指導をいただき、ありがとうございました。「国際関係論」をライフ・ワ
ークとなさる先生には、健康に留意され、益々ご研鑽なさいますようお祈りいたします。
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